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　2026年３月16日

ウェブにて代議員総会が開催されました。

議案：定款改正について

報告事項　①令和8年度事業計画について　②令和8年度予算について　

　2026年６月20日　

鹿児島医療福祉専門学校（ハイブリッド）にて代議員総会が開催されました。

議案；①令和７年度事業報告　②令和７年度決算報告

報告事項　令和９年度第41回鹿児島県理学療法士学会長選任について

※事業計画や事業報告等の詳細については、ホームページをご覧ください

　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　　⇓　

https://infokpta.com/pages/135/?1783988585

　また、今総会終了後より、新たに２年間の任期の代議員の先生方へ委嘱状の交付も行われました。

鹿児島県理学療法士協会　総会等報告
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学術誌「理学療法かごしま」優秀論文賞の受賞について

　2022年当会学術誌「理学療法かごしま」が発刊されました（掲載論文は、

J-stage内に掲載されています）。

　査読等による厳正な審査の結果、以下のとおりに令和６年度優秀論文賞

が選出されました。

　原著論文：当院における高齢TAVI実施患者の特性ならびに性差についての検討

 　鹿児島大学病院　リハビリテーション部　　　　中　尾　周　平　先生

　先日６月20日に授賞式があり、コメントを下記にお知らせいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この度は、第３巻理学療法かごしま（2024年度）の優秀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　論文賞をいただくことができましたことを心より嬉しく思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　っております。本論文を査読いただきました査読委員の先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　生方、編集ならびに選出いただきました編集委員の先生方、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして会長の平名章二先生をはじめとする県士会の先生方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に深謝いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　我が国では高齢化が急速に進行しており、医療現場では

　　　　　　　　　　　　　　　　　　超高齢患者さんに対して低侵襲治療を選択する機会が年々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　増加ています。そのような社会的背景の中、大動脈弁狭窄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対する低侵襲治療である経カテーテル的大動脈弁留置術

（TAVI）は、高齢患者さんに対する標準的な治療法として広く普及してきました。

　当院においても数年前よりTAVIが導入され、多くの高齢患者さんが治療を受けられています。

臨床に携わる中で、「80歳を超える患者さんが、TAVIという治療を受けて、その後も元気に元の

生活へ戻ることができるのだろうか」という疑問を抱いたことが、本研究を開始したきっかけです。

単に手術が成功することだけではなく、患者さんが自立した生活を維持し、住み慣れた地域や家庭

へ復帰できるかという点に着目し、本研究を進めてまいりました。

　本研究では、年齢中央値86歳という非常に高齢な患者さんを対象とし、患者背景、各種検査デー

タ、理学療法評価、手術時間・麻酔時間、離床進行日数、在院日数、さらには入院関連機能低下

（Hospitalization-Associated Disability：HAD）などについて、性差の観点から詳細に検討いたし

ました。その結果、術前の身体機能、日常生活動作能力、さらにフレイル評価においては、女性が

男性と比較して有意に低いことが明らかとなりました。これらの結果から、超高齢のTAVI患者さん

に対するリハビリテーションでは、性別による身体機能や生活機能の特徴を十分に理解した上で、

個別性の高い介入が重要であることが示唆されました。一方で、術後早期から理学療法を実施した

にもかかわらず、対象全体の約47％に入院関連機能低下を認めました。また、その状態のまま在宅

復帰された患者さんも少なくありませんでした。この結果は、周術期リハビリテーションのみなら

ず、退院後まで見据えた切れ目のない支援体制の重要性を改めて示すものと考えています。必要に
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応じて回復期病院への転院や外来・地域での理学療法を継続し、機能低下を最小限に抑える取り組

みが、今後ますます重要になると考えています。

　現在では対象症例数も200例を超え、より信頼性の高い解析が可能となりました。今後は統計解

析手法をさらに検討し、入院関連機能低下の予測因子や、より効果的なリハビリテーション介入に

ついて検証を進め、臨床現場へ還元できる研究成果として発信してまいりたいと考えています。

　最後になりましたが、本研究にご協力くださいましたすべての患者さんに、心より深く感謝申し

上げます。病気や手術への不安を抱えながらも理学療法評価にご協力いただいたことが、本研究の

礎となりました。また、データ収集に携わってくださった大学スタッフの皆様、論文化に向けて多

くのご助言とご指導を賜りました診療科の先生方に、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

　今後も本研究をさらに発展させ、高齢心疾患患者さんのより良い医療とリハビリテーションの実

現に貢献できるよう努めてまいります。

　これまでの投稿論文については、J-stageに掲載されております。ぜひご一読ください。

　理学療法かごしま 投稿規定やフォーマットについては、ホームページに掲載されております。

　問合せ先/投稿先

　　理学療法かごしま編集委員会

　　E-mail: kpta.journal@gmail.com

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学術支援部担当理事　木山　良二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長　川田　将之

　鹿児島県理学療法士協会令和８年度研究助成ですが、審査の結果、以下の２件を

採用決定しました。

　研究課題名：ランニング動作中における内側広筋と中殿筋の筋力低下が膝蓋大腿関節への負荷に

　　　　　　　与える力学的影響について

　研究代表者：川俣　洸翔　先生（鹿児島生協病院）

　研究課題名：理学療法士のキャリア形成に及ぼす影響について　～当会会員の帰属意識や就労状

　　　　　　　況把握アンケート調査より～

　研究代表者：上村　明子　先生（鹿児島県理学療法士協会）

　令和９年度研究助成は来年１月より募集開始予定です。募集開始については鹿児島県理学療法士

協会ホームページ内の鹿児島県理学療法士協会研究助成委員会にて公開されますのでご確認くださ

い。

鹿児島県理学療法士協会 令和8年度研究助成採用決定について
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　第39回鹿児島県理学療法士学会

　　　学　会　長　大久保　鉄　男

　　　準備委員長　渕　上　祐　一

　令和８年２月15日に西薩地区が運営担当し「いちきアクアホール」にて開催致しまし

た、第39回鹿児島県理学療法士学会に多数ご参加いただきまして、誠にありがとうござ

いました。

　学会開催に携わって頂きました関係各位の皆様のお陰を持ちまして、滞りなく学会が

終了できましたこと、準備委員一同改めて心から感謝申し上げます。

　本学会は、対面開催を主として、当日ご参加いただけなかった会員の方の為にオンデ

マンドで動画を配信致しました。

　教育講演講師として、広島国際大学から木藤伸宏先生、市民公開講座講師としまして、

鹿児島大学から牧迫飛雄馬先生をお招きして、ご講演いただきました。

　また、県内会員の皆様から、38演題と大変多くの発表演題をご登録頂きましたことで、

当日対面参加は会員330名、他職種参加１名（OT）、一般市民参加61名、オンデマンド

利用者69名の合計461名と大変多くの方々にご参加頂き、盛況の中、開催することができ

ました。本当にありがとうございました。

　最後に本学会の開催に会場スタッフとして携わって頂きました、西薩地区協会員の皆

様には深く感謝申し上げます。また、お忙しい中スムーズな進行を実現して頂きました、

座長をお勤めいただいた先生方、演題発表者、参加者の方々、本当に多くの皆様にご支

援とご協力賜りましたこと心から感謝申し上げましてご報告とさせていただきます。

　第40回学会は鹿児島市で開催される予定です。引き続き多くの会員の方に鹿児島県理

学療法士学会にご参加いただきますようお願い申し上げます。

       i       n              い       ち       き       ア       ク       ア       ホ       ー       ル     

       主       催       ：       鹿       児       島       県       理       学       療       法       士       協       会       
後       援       ：       い       ち       き       串       木       野       市     

                                                                                        

ち

2026．2．15(日)

学会プログラム・抄録集

公益社団法人
鹿児島県理学療法士協会
Kagoshima Physical Therapy Association

第39回　鹿児島県理学療法士学会報告



　2026年２月15日に開催された、第39回鹿児島県理学療法士学会の受賞者が決定しました。

表彰された先生方のコメントを以下に紹介します。

学会長賞受賞　　　　CHOICE国分中央店　松　野　竜　工　先生

　　　　　　　　　　　　（前所属：医療法人術徳会　霧島整形外科クリニック）

　　　　　　　　　　　　演題名：慢性腰痛患者に対する空気圧式腹圧ベルトを用いた

　　　　　　　　　　 　　　　ホームエクササイズの効果：準ランダム化比較試験 

　　

　　　　　　　　　　　　　このたび、2026年2月に開催された鹿児島県理学療法士学会におい

　　　　　　　　　　　　て、学会長賞を賜りました。このような名誉ある賞をいただくことが

　　　　　　　　　　　　でき、大変光栄に思います。

　　　　　　　　　　　　　まずは、研究活動を支えてくださった前職場の皆様、そして研究に

ご理解とご協力をいただいたすべての関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。

　また、データ収集にご協力いただいた患者様お一人おひとりの存在なくして、この研究は成り

立ちませんでした。貴重なお時間をいただき、研究にご協力くださったことに、心から感謝申し

上げます。

　私は現在、理学療法士としての経験を礎に、経営者として地域の健康づくりにも取り組んでい

ます。その中で強く感じているのは、優れた臨床技術や研究成果はもちろん重要ですが、それら

をより多くの人へ届け、社会に広げていくためには「経営」という力が必要だということです。

　私は、社会を大きく前進させる原動力の一つが経営であると考えています。だからこそ、理学

療法士の中から臨床や研究だけでなく、経営という立場で挑戦する仲間がこれからもっと増えて

ほしいと願っています。

　現場で培った知識や経験を持つ理学療法士だからこそ生み出せるサービスや仕組みは、地域医

療や予防、健康づくりの未来を大きく変える可能性を秘めています。

　研究によって新たな知見を生み出し、臨床で実践し、経営によってその価値を社会へ届ける。

この循環こそが、理学療法士という職業の可能性をさらに広げていくと信じています。

　この受賞を励みに、患者様、地域社会、そして次世代の理学療法士へ価値を還元できるように

貢献してまいります。

　最後になりますが、本研究にご協力いただいたすべての皆様に、改めて心より感謝申し上げま

す。本当にありがとうございました。
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第39回鹿児島県理学療法士学会　受賞者紹介



学会奨励賞受賞　　 鹿児島大学大学院保健学研究科   伊　香　孝　則　先生

　　　　　　　　　　　　　　　（所属先：キラメキテラスヘルスケアホスピタル）

　　　演題名；一過性のバーチャルリアリティ運動が実行機能と脳血流変化に与える影響

　　　　　　　  

　この度は、学会奨励賞という大変名誉ある賞を賜り、大変光栄に存じます。選考に携わってく

ださった学会関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。また、本研究にご協力いただいた被験者の

皆様、ご指導いただいた先生や先輩方にも心より感謝申し上げます。

　本研究では、若年者を対象に、一過性のバーチャルリアリティ運動が脳血流および実行機能に

及ぼす影響について検討しました。その結果、脳血流の有意な変化は認められなかったものの、

実行機能の改善に有効である可能性が示されました。本研究は学部生の卒業研究として取り組ん

だものであり、研究計画の立案から学会発表まで一連の研究過程を経験することができました。

思うような結果が得られず苦慮する場面もありましたが、先生や先輩方の温かいご支援のおかげ

で研究を最後まで遂行し、学会発表という貴重な機会を得ることができました。この経験は、今

後の臨床活動においても大きな財産になると感じています。

　近年、バーチャルリアリティを活用したリハビリテーションは発展してきており、今後さらな

る普及が期待されています。本研究がその発展に寄与する一助となれば幸いです。今回の受賞を

励みに、今後も研究成果を臨床へ還元できるよう一層励んでまいります。
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授賞式を2026年６月20日、代議員総会前に実施しました。

　　　　　 表彰式時写真（左より、大久保学会長、伊香孝則先生、平名会長）
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第40回鹿児島県理学療法士学会

　　学　会　長　　白尾　麻美

　　準備委員長　　川田　将之

　　副準備委員長　川元　大輔

　この度、第40回鹿児島県理学療法士学会を令和９年２月13-14日に鹿児島市ライカ南国

ホールで開催することが決定いたしました。

　学会テーマは「これからのキャリアを描く」といたしました。これまでの軌跡を振り

返り、新たな道を切り拓く機会の一助になりましたら幸いです。

　40回という節目を迎え、環境負荷の低減を目的として、これまで冊子として製本して

おりました学会誌につきましては、PDFダウンロード形式へ変更する予定です。紙媒体

をご希望の方には、当日受付にて配布いたします。皆様にはご理解とご協力の程よろし

くお願いいたします。全てのプログラムに対面にてご参加いただいた場合、生涯学習制

度における最大14ポイント(点)が取得可能となる予定です。

　学会終了後は、期間限定でオンデマンド形式の動画公開を計画しております。公開内

容はシンポジウム、教育講演、公開講座、口述発表となります。なお、ポスター演題は

当日発表のみとなり、オンデマンド内容に含まれません。生涯学習制度における8.5ポイ

ント(点)が取得可能となる予定です。

　今後、県士会HPや公式LINE等で詳細をご案内いたしますので、ご確認のほどよろしく

お願いいたします。

　皆様のご参加と演題のご登録をスタッフ一同、心よりお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第40回鹿児島県理学療法士学会準備委員一同

　・会　場：鹿児島市中央町19-40 Li-Ka1920 5階　ライカ南国ホール

　・会　期：令和９年２月13日（土） 14:30～18:00（受付14:00～）

　　　　　　　　　  ２月14日（日）  9:30～17:00（受付 9:00～）

　・演　題：一般演題、ポスター演題（８月１日より演題募集開始）

　・連絡先：kpta.40th@gmail .com

　　　　　　090-5663-8043

第40回鹿児島県理学療法士学会のご案内
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Ⅰ．応募資格 

　本学会の演題応募は、公益社団法人鹿児島県理

学療法士協会会員に限ります。 

Ⅱ．応募方法 

１．応募手続きの流れ

　演題応募は E-mail にて 行ってください。

　E-mail本文（必要事項）を記載し、演題原稿フ

　ァイルを添付のうえ送信してください。

　演題原稿ファイルは、「Ⅳ．演題原稿ファイル

　作成要領」に従って作成してください。

　※E-mailの利用が困難な場合は、下記のお問い

　合わせ先までご連絡ください。

２．E-mailの取り扱いに関する注意事項

　・応募時に使用されたメールアドレスを、今後

　の連絡用メールアドレスとして使用します。別

　の連絡用メールアドレスを希望される場合は、

　その旨をメール本文に記載してください。

　・E-mail受信後、１週間以内に受信確認の返信

　メールをお送りします。

　１週間を過ぎても返信がない場合は、お手数で

　すが下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

３．E-mail本文（必要事項）

　【メールタイトル】

　「第40回県学会演題応募」

　【本文記載事項】

　① 発表演者の氏名、会員番号、所属施設

　② 演題タイトル

　③ 演題分類番号（以下より選択）

　　01．基礎理学療法　

　　02．神経理学療法

　　03．運動器理学療法

　　04．内部障害理学療法

　　05．生活環境支援理学療法

　　06．物理療法

　　07．教育・管理理学療法

　　08．その他

　※　発表形式（口述発表またはポスター発表）

　　は、学会長の判断により決定します。

　第40回鹿児島県理学療法士学会

　　　　学　会　長　　白尾　麻美

　　　　準備委員長　　川田　将之

　　　　副準備委員長　川元　大輔

演題募集要項

Ⅲ．演題応募期間（期間厳守） 

　2026年８月１日（土）14：00から 

　2026年９月30日（水）14：00まで 

Ⅳ．演題原稿ファイル作成要領 

１．ファイル形式および書式

　・原稿ファイルは Microsoft Word形式として

　ください。

　・フォントは MS明朝、10.5ポイントとします。

２．記載順および表記方法

　・記載順は以下のとおりとし、各項目は改行し

　て記載してください。

　演題タイトル → 氏名 → 所属施設 → 本文

　・氏名は発表演者を先頭に記載し、発表演者名

　の前に「○」を付してください。

　・共同演者は発表演者の後に記載し、氏名の間

　はスペースを空けてください。

　・所属施設が複数ある場合は、氏名の後に番号

　を付し、番号順に所属施設を改行して記載して

　ください。

３．本文の作成要件

　・本文（演者名・所属を除く）の文字数は 1400

　字以内 とします。

　・本文には、【目的】【方法】【結果】【考察】

　【まとめ】【倫理に関する記述】等の小見出し

　を付してください。

　・図表は使用できません。

　※　学会誌掲載時のフォントやレイアウトは、

　　学会側で調整します。 

Ⅴ．応募上の注意 

１．応募された演題と、学会当日の発表内容が大

　幅に異ならないようにしてください。

２．発表演者として応募できる演題は１人１演題

　とします。

３．共同演者は原則として公益社団法人日本理学

　療法士協会会員に限ります。なお、理学療法士

　免許を有していても、公益社団法人日本理学療

　法士協会の非会員、休会中の会員、または会費

　未納の会員は、共同演者として登録することは

　できません。

第40回鹿児島県理学療法士学会演題募集要項



（公社）鹿児島県理学療法士協会ニュース №110（149）　 2026.8.10　発行 -10-

　　公益社団法人日本理学療法士協会への入会を

　希望される場合は、演題登録時までに入会手続

　きを行ってください。

４．本文中には、研究対象者に不利益となるおそ

　れのある個人情報（人名・施設名等）を記載し

　ないなど、プライバシーに十分配慮してくださ

　い。

５．演題原稿の著作権は、第40回鹿児島県理学療

　法士学会および筆頭演者に帰属し、学会誌に掲

　載されます。

６．採択後の演題取り消しはできません。

７．発表演者が発表できない場合は、必ず共同演

　者（公益社団法人鹿児島県理学療法士協会会員）

　が発表を行ってください。

８．発表内容については、オンデマンド参加者へ

　期間限定公開予定です。

Ⅵ．二重発表について

　　二重発表とは、すでに発表された内容と実質

　的に同一と判断される発表を指します。ただし、

　以下の場合は二重発表には該当しません。

１．日本理学療法学会以外での発表

２．特殊発表（シンポジウム、パネルディスカッ

　ション、ワークショップ等）

３．他言語による発表

　　二重発表は原則として好ましくありませんが、

　学会長の裁量により発表が認められる場合があ

　ります。既発表演題がある場合は、学会名、演

　題名、発表年月を明記のうえ、E-mailにて自己

　申告してください。

Ⅶ．倫理および利益相反に関する注意

１．ヘルシンキ宣言等の倫理指針に沿った研究で

　あることを確認し、説明と同意、個人情報保護

　等に関する倫理的配慮について、本文中の【倫

　理に関する記述】欄に必ず記載してください。

２．文部科学省・厚生労働省・経済産業省「人を

　対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

　指針」を十分に理解し、対応してください。

３．倫理委員会の承認を得ている場合は、承認番

　号を記載してください。

４．利益相反（寄付金、研究助成等）について、

　開示に対する対応をお願いします。

　※　上記の記載に不備がある場合、演題は不採

　　択となる場合があります。これらはすべて登

　　録者の自己責任において行ってください。

Ⅷ．発表形式および発表方法 

１．発表形式

　　発表形式（口述発表またはポスター発表）は、

　学会長の判断により決定します。

２．発表時間

　　発表時間は７分以内、質疑応答は３分以内と

　します。演題数により変更される場合がありま

　す。

３．口述発表

　　PCプレゼンテーションを使用してください。

　ファイル形式は Microsoft PowerPoint形式 と

　し、スライド枚数に制限は設けません（発表時

　間内に収まること）。動画の使用は不可としま

　す。

４．ポスター発表

　　ポスターパネルは学会側で用意します。

　　貼付および撤去は、指定された時間帯に各自

　で行ってください。

　　掲示面積は 縦150cm×横90cmです。パネル左

　上に演題番号を学会側で表示します。

　　その右側に、縦20cm×横70cmの範囲で演題

　タイトル・所属・氏名（発表演者名の前に○）

　を記載してください。

　　示説スペースは 縦130cm×横90cmです。

Ⅸ．演題審査 

１．演題の採否は、査読委員による審査結果を参

　考に、学術的価値を踏まえて学会長が決定しま

　す。二重発表の申告内容は originality（独創性）

　の評価対象に含まれます。特に、プレナリー演

　題や学会賞演題の選考においては重要視します。

２．採否結果は12月中旬頃に通知する予定です。

Ⅹ．生涯学習のポイントについて（筆頭演者） 

　認定・専門理学療法士の更新要件として、以下

のいずれかを選択できます。

　・都道府県理学療法士学会での一般発表の筆頭

　演者

　・学会での発表等 4-1）都道府県理学療法士学

　会での一般発表の筆頭演者：履修点数20点

　なお、後期研修Ｅ１～３職域別研修（事例）は、

１症例あたり30分以上の発表が推奨されているた

め、本大会の発表ポイントには該当しません。

Ⅸ

．応募先およびお問い合わせ先 

　第40回鹿児島県理学療法士学会 

　学術局 局長　原田 太樹（ハラダ　タイキ）

　査読部 部長　上田 晃希（ウエダ　コウキ）

　E-mail:kpta.40th@gmail.com
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K A G O S H I M A   P T   A S S O C I A T I O N A C A D E M I C   C O N F E R E N C E   /   2 0 2 6

F I R S T   E D I T I O N

第1回
鹿児島県理学療法士
学術研修会 2026
【臨床】×【知識】×【技術】クロススタディ 公益社団法人鹿児島県理学療法士協会

全6領域 受講可能 ¥1,000
当日対面 3領域 ＋ 後日オンデマンド配信 3領域
登録理学療法士更新ポイント 9pt取得可能

DATE ／ 日時
令和8年

9.6 (日)

VENUE ／ 会場

鹿児島大学
桜ケ丘キャンパス
インテリジェント講義室

FEE ／ 参加費

¥1,000
PRESIDENT ／ 大会長

平名章二
Shoji Hirana

鹿児島県PT協会会長

T I M E T A B L E ／ 当日プログラム
T I M E
時間 会場 A インテリジェント講義室(6階) 会場 B 大教室(5階)

08:20 – 08:50
30 min 受 付 Reception

08:50 – 09:00
10 min 開会式・オリエンテーション ▲インテリジェント講義室にて実施

09:05 – 10:35
90 min

SESSION 1

01 神経系領域Neurology

講師富岡一俊先生
（垂水市立医療センター垂水中央病院）
司会上橋秀崇先生（豊島病院）

02 呼吸器領域Respiratory

講師杉木優一郎先生
（かごしま高岡病院）
司会坂元将也先生（鹿児島生協病院）

10:40 – 12:10
90 min

SESSION 2

03 小児領域Pediatrics

講師小山尚宏先生
（菊野病院）
司会竹田孝幸先生（フクダ医院）

04 生活環境支援領域Living Env.

講師村場弘卓先生
（通所介護事業所朋愛園）
司会戸田博之先生（平和会クリニック）

12:10 – 13:00
50 min 昼 食 休 憩 Lunch Break

13:00 – 14:30
90 min

SESSION 3

05 循環器領域Circulation

講師中尾周平先生
（鹿児島大学病院）
司会菅原直美先生（天陽会中央病院）

06 運動器領域Musculoskeletal

講師白尾泰宏先生
（今村総合病院）
司会牛ノ濱政喜先生（南洲整形外科病院）

14:30 – 14:40
10 min 閉会式・アンケート ▲インテリジェント講義室にて実施

A P P L I C A T I O N ／ 申込方法 JPTAマイページから セミナーID：159803
主 催 公益社団法人鹿児島県理学療法士協会 専門領域研修部

第１回鹿児島県理学療法士学術研修会のご案内
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開催のご案内　　スローガン：【親睦を深めよう】
　爽快な快音とともにピンが倒れる瞬間、会場は一体感と笑顔に包まれます。この度、参加者の皆

様の健康づくりと、何より「心の交流」を目的としたボウリング大会を開催いたします。

　今回のテーマは、スコアを競うことよりも、参加者同士のつながりを育むこと。心地よい汗を流

しながら、普段なかなか話せない方とも弾けるような笑顔で交流の輪を広げませんか？ボウリング

が初めての方や久しぶりの方も、どうぞご安心ください。どなたでもリラックスして楽しめるフレ

ンドリーな雰囲気を大切に運営いたします。

　皆様の心と体がリフレッシュされる、活力に満ちたひとときを共に過ごしましょう。

大会概要

　* 開催会場： T-MAX BOWL（鹿児島市内天文館）

　* 開催日時： ９月５日（土） 16：00～16：20受付　16：30～ボウリング開始

　* 競技内容： ボウリング ２ゲーム

　* 参加人数： ３人１チーム　最大10チーム

　* 参加費用： 1,500円（靴代含む）　当日支払い

　* 安心の保障： 上記費用にはスポーツ保険代がすべて含まれております。

「安全・安心」を最優先に考えたイベント設計となっておりますので、怪我の心配などをすること

なく、全力でプレーをお楽しみいただけます。

※マイシューズを持っている方も持っていない方も上記費用となります。

　* 景品：チーム優勝、個人優勝の他、参加賞もあります。

※「トロフィーは大会所有・持ち帰り不可」代わりにメダルを授与

　* ハンディ：女性１ゲーム１０ピン

　

～スポーツ大会後の懇親会について～

　場所：天文館内　時間：19時～　費用：4，000～4，500円

　※場所、費用が確定しましたら参加者の皆様には改めてメールにて御連絡致します。

　懇親会へも奮ってご参加ください。よろしくお願いいたします。

お申し込み方法及び期限

　お手元のスマートフォンから簡単にお手続きいただけます。本概要内に記載のQRコードより、以

下のステップでご登録ください。

　　１. スマートフォンのカメラ、またはQRコードリーダーアプリを起動します。

　　２. 右側のQRコードをスキャンして、専用の申し込みフォームにアクセス

　　　してください。

　　３. フォームに必要事項を入力し、最後に送信ボタンをタップすれば完了です。

　申し込み期限：8/31まで　定員に達し次第、締め切ります。
結びのメッセージ

　ピンが倒れるあの爽快な瞬間と、会場に響くハイタッチの音。 皆様と一緒に心地よい汗を流し、

新しい絆が生まれる瞬間を心より楽しみにしております。

　皆様の奮ってのご参加を、スタッフ一同、最高の笑顔でお待ちしております！

第１回スポーツ大会　～ボウリング大会～
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　職能局　担当理事　　福永　裕樹

　職能局　担当理事　　榎畑　純二

　保険政策企画部部長　宮　　雅紀

　日頃より、保険政策企画部の活動にご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。

令和８年度診療報酬改定に関する情報をお知らせいたします。

令和８年度 報酬改定情報の確認について

　令和８年度の診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス等の報酬改定に関する最新情報は、日本

理学療法士協会のホームページにてご確認いただけます。

（アクセス方法：日本理学療法士協会HP ＞ 理学療法士の方向けトップページ ＞ 職能活動 ＞ 

医療保険・介護保険・障害福祉サービス（報酬改定））

各領域の詳細は、下記のURL（またはQRコード）より適宜ご確認をお願いいたします。

・令和８年度 診療報酬改定情報

　   https://www.japanpt.or.jp/pt/function/insurance/medical_2026/#a3

・令和８年度 介護報酬改定情報

　   https://www.japanpt.or.jp/pt/function/insurance/care_2026/

・令和８年度 障害福祉サービス等報酬改定情報

　   https://www.japanpt.or.jp/pt/function/insurance/other_2026/

■ ご意見・お問い合わせ窓口

　会員の皆様からの制度に関するお問い合わせや現場での困りごとは、新体制にて対応いたしま

す。下記の入力フォームまたはメールにてお気軽にお寄せください。皆様の現場の生の声が、制

度を変える大きな力となります。

　・お問合せ入力フォーム：https://forms.gle/vmRqwaJRMwtv3Wsg9

　・問い合わせ先（メール）：kpta.hoken@gmail.com

　・担当：宮（介護老人保健施設 アンダンテ伊集院）

職能局　保険政策企画部よりお知らせ
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鹿児島県POS連絡協議会　訪問リハ研修会案内
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学術局ってどんな部局？

〇学術局の主な機能は、学術研修部・学術誌部・学術支援部の3部門からなり、会員の
皆様を学術的側面からサポートすることを目的としています。

　　　　　　　　　　　　　学術支援部 

　　　　　　　　　　　　学術支援部は、士会会員の学術活動を推進していくことを目的として活動して
　　　　　　　　　　　います。現在活動としては主に「研究助成」と「県学会運営のサポート」を行っ
　　　　　　　　　　　ています。研究助成では、研究を行うための必要経費や成果報告のための学会参
　　　　　　　　　　　加の費用等を対象として助成金として支援を行っています（最大10万円、審査あり）。
　県学会運営のサポートでは、日々の業務を行いながら学会運営を行っていただいている準備委員の負担
軽減のためのサポートや確認事項の相談といった支援を行っております

　　　　　　　　　　　　　学術誌部 

　　　　　　　　　　　　学術誌部の役割は、学術誌『理学療法かごしま』の編集・査読・発刊を通じて、
　　　　　　　　　　　会員の皆様の学術活動を支援することです。現在７名の部員で活動しており、会
　　　　　　　　　　　員の皆様の臨床・教育・研究活動から得られた知見を広く共有し、鹿児島県にお
　　　　　　　　　　　ける理学療法の発展につながるよう努めています。

　　　　　　　　　　　　　学術研修部 

　　　　　　　　　　　　各種研修会やセミナーなど、時代のトレンドや臨床のニーズに
　　　　　　　　　　　応じ、会員の皆様の学びに直結する研修の場を企画しています。
　　　　　　　　　　　毎年、県内外から著名な先生方やスペシャリストを講師としてお
　　　　　　　　　　　招きし、質の高い講義を提供しています。
　また、専門・認定理学療法士の取得や更新のためのポイント対象となる研修も多数企画
しており、会員の皆様のキャリアアップもしっかりとサポートします。

協会の役割紹介
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　小児・学校保健事業部担当理事　大渡　昭彦

　　　　　　　　　　　　　　　　永濱　良太

　小児・学校保健事業部部長　　　小山　尚宏

　　　　　　　　　　　　　　　　小牧　隼人

テーマ：「第13回鹿児島県ティーボール大会における予防支援活動」

会　場：鹿児島市喜入総合運動公園

日　時：５月31日

参加者：児童約200名、指導者、保護者

支援活動指導者：小山尚宏・谷口孝平・川口啓太（菊野病院）

原田旭（やまびこ医療福祉センター）、小牧隼人（馬場病院）

☆実施内容☆

　ティーボール大会において、基本動作や柔軟性のチェック方法、ストレッチの指導といった依

頼のもと、子どもたちの怪我・スポーツ障害予防を目的とした支援活動を実施しました。14チー

ム、約200名の児童を５、６年生の高学年、１～４年生の低学年に分け、「しゃがみ込み」「体前

屈」「肩挙上」「片脚立ち」の４項目による子どもロコモチェックを行いました。また、投球動

作・打撃動作に関する体の動きや柔軟性に着目したストレッチ等の指導を実施し、子どもたちが

楽しみながら自分の体に関心を持つ機会づくりを行いました。

　事業評価の目的で指導者を対象としたアンケート調査も実施し、怪我予防に対する考え方や現

場での課題、必要とされる支援についてご意見をいただきました。今回の活動を通して、理学療

法士が怪我や障害への対応だけでなく、子どもたちの健康づくりやスポーツ環境の充実に貢献で

きる可能性を改めて感じました。

　今後も学校や地域スポーツとの連携を深めながら、子どもたちの健やかな成長を支える活動を

継続してまいります。

就学前の子どもたちも参加しました 各チームの指導者・保護者にも協力をもらい
ながら実践しました

小児・学校保健事業部報告
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専門領域研修部担当理事　神田　勝利

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長　戸田　博之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活環境支援系担当　五十峯　かずみ

〇令和７年度　専門領域研修部　生活環境支援系研修会報告

　テーマ：「在宅生活に活かせる効果的なリハビリテーションアプローチ」

　講　師：竹ノ内　裕一先生

　会　場：平和会クリニック

　日　時：令和８年３月８日（日）9：00～12：10

　参加者：11名

☆講義内容☆

・入院医療と在宅医療の変遷、急性期～生活期でのリハビリテーションの役割分担について

・在宅復帰支援について、事例検討（2症例についてグループワーク）

　参加者の意見・感想

　「在宅復帰支援に必要な注目ポイントや見落としがちな点など多くの学びがあった」

　「ご本人・ご家族の意向を踏まえた上で、PTの専門性を活かしつつ他職種と連携する必要性を

　学ぶことができた」「事例検討で意見交換ができて良かった」

　所感

　　今回、在宅復帰支援に向けて患者さんにどのように関わっていけばよいのかについて、経験

　を交えながら大変分かりやすく講義していただきました。

　　入院中から在宅生活を見据えた評価・アプローチを行い、獲得した身体機能をいかにADL動

　作へつなげていくかが重要であることを学びました。また、そのためにはリハビリテーション

　の役割について、セラピストや患者さんの考え方を変えていく必要があり、「機能訓練だけが

　リハビリテーションではない」という視点についても教えていただきました。事例検討では、

　病院・老健・在宅とそれぞれの現場での経験を基に活発な意見交換が行われ、幅広い視点から

　の考え方を学ぶことができたと感じました。

研修風景の写真

研修報告（専門領域研修部より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専門領域研修部担当理事　神田　勝利

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長　西　　洋樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運動器系担当　重信　邦弥

〇令和８年度　専門領域研修部　　運動器系研修会報告

　令和８年度第１回目の運動器系研修会を下記の概要で開催いたしました。

　日　時：令和８年７月12日（日）9:00～12:10

　場　所：今村総合病院スポーツ整形外科ハビリセンター

　テーマ： 腰椎分離症と腰椎椎間板ヘルニアに対する評価と治療戦略

　講　師：白尾　泰宏　先生

　毎回好評を頂いている白尾先生の実技研修を開催致しました。

　本研修では、腰椎分離症と腰椎椎間板ヘルニアに対する評価と治療戦略について解剖学的知見に

基づいた徒手療法および運動療法の実践的アプローチが紹介されました。腰椎分離症と腰椎椎間板

ヘルニアの発生機序や特性、骨盤前傾に関わる筋の柔軟性獲得を含む運動制御介入について学びま

した。また、姿勢評価・自動運動検査・神経学的検査・神経伸長テストなど臨床推論に必要な評価

手順を整理し、中枢性感覚過敏・脱神経・末梢神経感作・体性機能由来の関連痛という４病態分類

に基づいた徒手療法の選択方法についても理解を深めました。今回の研修内容は基礎的な触診技術

から治療に至るまで、即座に臨床へ応用できる実践的なものでした。参加された27名の先生方も終

始熱心に取り組み、解剖学的根拠に基づいた評価と治療の重要性、そして柔軟な視点を持って症状

を捉える姿勢の大切さを学ぶ有意義な研修会となりました。

　定員枠に対し沢山の応募を頂きましたが、受講が叶わなかった先生方も多くおられるかと思いま

す。令和８年９月６日に開催される第１回鹿児島県理学療法士学術研修会2 0 2 6【臨床】×【知識】

×【技術】クロススタディも白尾先生にご登壇いただく予定となっております。HPやLINE等で案

内を致しますので、ご確認頂き奮ってご参加ください。

研修報告（専門領域研修部より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育局担当理事　生駒　成亨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨床教育支援部長　増山　泰英

〇令和７年度　臨床実習指導者スキルアップ研修会報告

　テ ー マ： 『新カリキュラムに沿った臨床実習の進め方』

　講　　師：鹿児島大学医学部保健学科理学療法専攻 松田 史代 先生

　事例紹介：『加治木温泉病院の臨床実習受け入れ体制の紹介』

　講　　師：医療法人 玉昌会　加治木温泉病院　増山　泰英

　会　　場：Web研修会（Zoom使用）

　日　　時：２月22日（日）

　参 加 者：12名

☆講義内容☆

　・資料や手引きを基に、今後求められている臨床実習指導を学ぶことができる内容と加治木温泉

　病院の実習受け入れ体制の紹介をしました。

　所感

　　参加者が現場で臨床実習に携わる方

　が多い印象で熱気あふれるディスカッ

　ションや意見交換が行われていること

　が印象的でした。

研修報告（臨床教育支援部より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職能局理事　福永　裕樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職能局理事　榎畑　純二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘルスケア事業部部長　小野　恵

〇ヘルスケア事業部　公開講座報告
　令和８年６月27日（土）、「女性のからだの変化と上手につきあう ― 思春期・妊娠・出産・更年期、

その先までのヒントを理学療法士と学ぶ ―」と題し公開講座を開催しました。本講座は、女性のライフ

ステージに伴う身体の変化や骨盤底筋群のケア、姿勢・運動のポイント、日常生活で実践できるセルフケ

アについて理解を深め、県民の健康づくりに役立てていただくことを目的として企画しました。

　講師には、霧島市立医師会医療センターの愛下由香里先生をお迎えし、女性の身体の変化を科学的根拠

に基づき分かりやすく解説いただくとともに、骨盤底筋群のセルフケアや日常生活で実践できる運動につ

いてご講演いただきました。思春期から妊娠・出産、更年期まで幅広いライフステージを通した健康づく

りの重要性について学ぶ、大変有意義な機会となりました。当初は鹿児島市内での対面開催を予定してい

ましたが、台風接近に伴い参加者および関係者の安全を最優先に考え、急遽Zoomによるオンライン開催へ

変更しました。急な開催方法の変更となりましたが、多くの皆様にご理解・ご協力をいただき、大きな混

乱なく開催することができました。

　当日は、一般16名、理学療法士13名の29名(内男性７名)の方に

ご参加いただきました。講義終了後に実施したアンケートでは、

「大変満足」「満足」と回答された方が大半を占め、講座内容へ

の高い満足度が得られました。女性のライフステージに応じた健

康づくりや骨盤底筋群のセルフケアなど、日常生活や臨床に活か

せる内容として好評であり、今後も継続した開催を期待する声が

多く寄せられました。

＜参加者の声(一部抜粋)＞

　産前産後に限らず生涯にわたって無理のない運動習慣や栄養、メンタルケアの重要を知ることが出来ま

　した。

　思春期からの教育やプレコンセプションケアの重要性を初めて知りました。

　DOHaDなど初めて聞く話が多く大変学びになりました。また女性の大変さを知ることができ、娘の育

　児で生かしていけたらと思いました。

　骨盤底筋群のエクササイズがとても分かりやすく、毎日続けたいと思いました。

　思春期からの教育が産前産後ケア、その後の人生に繋がる大切なことだと改めて感じました。理学療法

　士の皆さんが母子保健分野で活躍されていることを知ることができたことも嬉しかったです。

　

　今回の公開講座を通して、女性の健康やウィメンズヘルスに対する関心の高さを改めて実感するととも

に、理学療法士が地域住民の健康づくりに貢献できる可能性を再認識する機会となりました。また、急遽

オンライン開催へ変更したことで、遠方からも参加しやすいなどオンライン開催の利点も確認することが

できました。　　　

　ヘルスケア事業部では、今回の公開講座やアンケート結果を今後の事業へ活かし、ウィメンズヘルスを

はじめ、産業保健やメンタルヘルスなど、それぞれの分野における県民の健康増進に資する公開講座やイ

ベントを継続して企画・開催していきたいと考えています。また、理学療法士の専門性を地域へ広く発信

するとともに、多職種や地域住民との連携を深め、健康寿命の延伸と地域社会への貢献に努めてまいりま

す。今後ともよろしくお願いいたします。一緒に活動してくれる方、募集しています！！

研修報告（ヘルスケア事業部より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習部担当理事　横山　尚宏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長　𠮷野　慶子

〇令和８年度　新卒者オリエンテーションを開催しました。

　　４月19日に鹿児島大学桜ヶ丘キャンパスにてハイブリッド形式の新卒者オリエンテーションを

開催し、会場66名、オンライン29名、合計95名の新人の先生方に参加いただきました。

　オリエンテーションは、会長のあいさつにはじまり、施設・病院等で働き始めるうえで大切な

「理学療法と倫理」についての講義。これから理学療法士として働いていく上で職域の問題や診療

報酬関係で必要となってくる「理学療法連盟政策」では田中まさし先生にも激励のお言葉をいただ

き、鹿児島県理学療法士連盟会長より職域を守るための政治力を伝えていただきました。また日本

理学療法士協会についての入会案内等について講義・説明を行いました。

　ご参加いただいた先生方からは熱い思いを感じることができ、これからの自分や理学療法の未来、

目標を考える機会になったかと思います。新人でもベテランでも「患者さんを元の生活に戻したい、

そのためにも知識、技術をもっと身につけたい。」という思いに変わりはありません。県士会は先

生方の思いに応えるべくサポートしていきますので、一緒に成長しましょう。　

　

 

 また、前期研修「Ａ」を６月、８月、９月に開催いたします。（詳細は県士会ホームページでご確

認ください）前期研修は最短２年間で取得できますので、日程調整のうえ、受講いただきますよう

お願いいたします。

　後期研修「Ａ」はオンライン放映、「Ｃ」はオンライン放映に加え８月、９月に県内で活躍され

ている先生方を講師に迎え演習形式とした対面講義を予定しています。（こちらにつきましても詳

細は県士会ホームページに掲載予定です）後期研修は最短３年間で取得できます。

　前期研修、後期研修の受講に関しては、県士会ホームページにアクセスしていただき、グーグル

フォームで参加申し込みを受付いたしますのでご確認ください。

　新人教育プログラム研修会は、日本理学療法士協会全国共通の資料で講義を行っています。

（e－ラーニングでも受講可能です。参加が難しい方はぜひそちらを検討下さい。詳しくは日本理学

療法士協会HPをご参照ください。）履修確認は、日本理学療法士協会マイページより確認できます。

研修報告（生涯学習部より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姶良地区担当理事　鈴東　伸洋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姶良地区長　福榮　竜也

〇令和７年度　第２回　姶良地区症例検討会報告

　演題①　テーマ：『早期職場復帰を見据えた免荷時期の介入　～左脛骨幹部骨折、左脛骨近位端

　　　　　　　　　骨折を呈した症例～』

　　　　　発表者：クオラリハビリテーション病院あいら　満平　真生　先生

　　　　　座　長：はやと整形外科　山田　大輔　先生

　演題②　テーマ：『右人工股関節置換術を施行した一症例　～MTs～TStの股関節伸展制限に着

　　　　　　　　　目して～』

　　　　　発表者：クオラリハビリテーション病院あいら　木場　文哉　先生

　　　　　座　長：霧島杉安病院　指宿　勝巳　先生

　演題③　テーマ：『右人工膝関節全置換術を施行した症例に対し、膝関節伸展制限を改善したこ

　　　　　　　　　　とで疼痛軽減に繋がった一症例』

　　　　　発表者：クオラリハビリテーション病院あいら　田端　雄一　先生

　　　　　座　長：はやと整形外科　山田　大輔　先生

　会　場：Web開催（zoomミーティング）

　日　時：令和８年１月30日（金）19：00～21：00

　参加者：21名

　姶良地区症例検討会をzoomにて開催いたしました。今回はクオラリハビリテーション病院あいら

所属の３名の先生方に発表していただきました。それぞれ30分間の発表と質疑応答を行いました。

演題①『早期職場復帰を見据えた免荷時期の介入～左脛骨骨幹部骨折、左脛骨近位端骨折を呈した

症例～』では丁寧な評価に基づく治療アプローチの展開が示された他、治療期間中の課題、今後の

課題についての検討事項も示されました。演題②『右人工股関節置換術を施行した症例　～MTｓ～

～TSｔの股関節伸展制限に着目して』では、歩行中の疼痛について評価され、股関節伸展制限に着

目し、適切な治療介入により改善した症例を示していただけました。演題③『右人工関節全置換術

を施行した症例に対し、膝関節伸展制限を改善したことで疼痛軽減に繋がった症例』では、症例

のHOPEに対して、伸展制限の改善と筋の再教育を中心に介入され、臨床での丁寧な取り組みが示

されました。どのテーマにおいても質疑応答が活発に行われ、座長の山田大輔先生、指宿勝巳先生

の円滑な進行と離床に多角的な視点と臨床に応用できる的確な助言がなされました。

研修会報告（姶良地区より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姶良地区担当理事　鈴東　伸洋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姶良地区長　福榮　竜也

〇令和８年　第１回　姶良地区研修会の開催報告

　日時：令和８年５月31日（日）9：00～12：30　

　聴講者：32名

　テーマ：立ち上がり～立位を中心に歩行へどのようにつなげていくか　～急性期と回復期におけ

　　　　　る介入の違い～ 

　講　師：クオラリハビリテーション病院　鈴東　伸洋　先生

　場　所：鹿児島第一医療リハビリ専門学校

　カリキュラムコード：区分５　64歩行、歩行障害

　登録、認定/専門理学療法士更新：３ポイント 

概要

　令和８年度第１回姶良地区研修会をを５月31日に対面形式で開催いたしました。姶良地区以外か

らの参加者も含め、32名の会員の皆様にご参加いただきました。

　今回の研修会では、姶良ブロック担当理事である鈴東伸洋先生を講師にお迎えし、「立ち上がり

から立位を中心に、歩行へどのようにつなげていくか　～急性期と回復期における介入の違い～」

をテーマに実技を中心とした講義を実施していただきました。研修では、「触れて動きを変えるア

プローチ」「疾患に問わず通用する動作介入の軸」「急性期と回復期の介入の迷いを解決」「明日

から臨床で自信と結果を出す」の４つを軸に、豊富な臨床経験を交えながらご講義していただきま

した。参加者同士の活発な意見交換も行われ、大変有意義な研修会となりました。受講者からの満

足度も高く、改めて対面形式で学ぶことの意義や価値を実感できる機会になりました。

研修会報告（姶良地区より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大隅地区担当理事　永濱　良太

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大隅地区長　新保　千尋

〇令和７年　第２回　大隅地区研修会報告

　テーマ：「仙腸関節障害による腰痛（実技編）」

　講　師：新　丈司　先生

　　　　（医療法人 松翠会 森園病院、医療法人 善仁会 石原山下整形外科内科医院）

　会　場：恒心会おぐら病院１階リハビリテーションセンター

　日　時：2026年２月13日（金）18：30～20：00

　参加者：30名

☆講義内容☆

・仙腸関節の特徴

・仙腸関節障害の病態、診断

・仙腸関節障害の評価、治療（実技）

　参加者の意見・感想

　「仙腸関節障害における評価方法を講演して頂き、また仙腸関節における動きや力学的な構造

　などを学ぶことができた。」

　「仙腸関節障害のある患者様に対し、どのように触診をするべきか、またどのような方法で介

　入を進めるべきかといった考え方を学ぶことができた。」

　所感

　　第２回大隅地区研修会にて森園病院、石原山下整形外科内科医院の新丈司先生にご講義を頂

　きました。大隅地区研修会では数年ぶりの対面開催となり、参加者同士でペアを組みながら実

　技練習を行う時間では、みなさん熱心に練習し、講師の先生に積極的に質問されていました。

　新先生が行われてきた解剖学における知見や症例提示なども講演していただき、仙腸関節障害

　を抱える患者様に対する触診の方法、また仙腸関節障害の病態から評価方法、治療と短い時間

　ではありましたが、非常に多くのことを学ぶことができました。

研修会報告（大隅地区より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大隅地区担当理事　永濱　良太

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大隅地区長　新保　千尋

〇令和８年　第１回　大隅地区研修会報告
　テーマ：「 併存疾患を有する心疾患患者の理学療法の進め方 」

　講　師：中尾　周平　先生（鹿児島大学病院）

　会　場：Web開催（Zoom）

　日　時：６月19日（金）18：30～19：30

　参加者：35名

☆講義内容☆

・心疾患（心不全）の現状

・心不全について

・併存疾患を有する心疾患患者の理学療法

　参加者の意見・感想

　「普段、心不全をメインに診ることが少なく、苦手意識をもっていたが、基本的なところから、

　症例の提示までしていただき理解が深まった。」

　「整形疾患や脳卒中患者における心疾患との関連性をわかりやすく、説明していただき、今後、

　循環器疾患を合併症としている患者様に活かしていきたい。」

　所感

　　第１回大隅地区研修会にて鹿児島大学病院の中尾周平先生をお招きし、研修会を開催いたし

　ました。本研修会では，近年の心不全における特徴、変化、心不全における病態として代表的

　な症状について臨床症状などを踏まえ、リハビリテーションの進め方についてご説明いただき

　ました。その後、本講義のテーマでもある併存疾患を有する際の理学療法、リスクについて先

　生の知見や先行研究を踏まえて報告していただきました。講義後半では症例提示をいただき、

　どのような点に着目し評価、理学療法を実施していくかといった一連の流れを説明いただき、

　理解を深めることができました。循環器疾患を合併症として有している対象者は多く、また今

　後も増加すると思われます。今回の講義における知見は今後の臨床に活かすことができる内容

　となりました。

研修会報告（大隅地区より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南薩地区担当理事　岩森　俊　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南薩地区長　川口　啓太

〇令和７年　第２回　南薩地区研修会報告
　テーマ：「高齢者の呼吸理学療法」
　講　師：徳留 拓哉先生（医療法人厚生会 立神リハビリテーション温泉病院）
　会　場：Web開催（Zoom）
　日　時：令和７年12月3日　19：00 ～ 20:00
　参加者：25名

☆講義内容☆
・高齢者呼吸理学療法の意義と臨床判断思考について
・評価方法(見るべき３つの変化)と介入方法(介入の４本柱)、リスク管理について

　参加者の意見・感想
　「呼吸理学療法についてあまり勉強したことがなかったが、高齢者に関わることが多く、呼吸
　パターンが気になっていた。講義で胸郭の硬さや呼吸筋の評価方法を教えて頂いたので、しっ
　かり評価していきたい。」
　「高齢者の呼吸理学療法の重要性、評価や介入方法についてポイントを絞ってわかりやすく解
　説してもらえてよかった。意識して見るポイントがわかり、明日から活かすことができる内容
　でした。」

　所感
　　令和７年度第2回南薩地区研修会にて立神リハビリテーション温泉病院の徳留拓哉先生にご
　講演頂きました。「なぜ高齢者の呼吸リハビリが重要か」という問いから始まり、フレイル・
　サルコペニア→呼吸機能低下→誤嚥性肺炎リスク増大→さらにフレイル進行といった負のスパ
　イラルを断ち切ることが目的であると解説頂きました。また、臨床判断の思考を「消防士：即
　座のリスク回避、症状の鎮静化(排痰、気道確保、酸素化改善)」と「防災官：根本原因へのア
　プローチ、再発予防(呼吸訓練、胸郭可動性、セルフケア)」にたとえ、状況に応じた思考方法
　について解説頂きました。評価方法として「器(胸郭の可動性)、ポンプ(呼吸筋の機能)、出す
　力(気道クリアランス能力)」に着目し、ポイントを解説して頂き、介入方法として「整える
　(コンディショニング)、出す(排痰法)、鍛える(呼吸訓練)、支える(嚥下アプローチ)」につい
　て各項目の方法についてご指導頂きました。呼吸リハビリに携わっている先生の経験をもとに、
　臨床で見るべきポイントや考え方を丁寧にご教授頂き、普段呼吸リハビリに携わる機会が少な
　い方でも、理解し易い内容であったと思います。

研修会報告（南薩地区より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奄美地区担当理事　岩森　俊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奄美地区長　正野　夢大

〇令和７年　第２回　奄美地区研修会報告
　テーマ：「臨床で使えるパーキンソン関連疾患－病態生理と基本動作の評価・介入－」 

　講　師：いまきいれ総合病院　理学療法士　谷吉　航　先生

　会　場：デイサービス和月

　日　時：2026年２月21日（土）14：00～17：00

　参加者：12名

　

☆講義内容☆

　　前半では、パーキンソン病および関連疾患の病態生理、薬物療法、評価および外的刺激につい

　て整理し、動作障害が生じる背景の理解を深めました。

　　後半では、起居動作・立ち上がり・歩行などの基本動作に焦点を当て、評価の着眼点と具体的

　な介入方法について、症例提示を交えながら実践的に解説いただきました。

　　病態理解を基盤とした臨床推論の重要性とエビデンスが強調され、評価から介入へとつなげる

　思考過程を学ぶ機会となりました。

　参加者の意見・感想

　「病態と動作のつながりが整理できた」、「基礎を改めて学び直す良い機会となった」

　「具体的な介入方法が整理できた」、「基礎から応用まで体系的に学ぶことができた」といっ

　た声が寄せられました。また、基本動作の観察ポイントやキューイングの工夫については関心

　が高く、日常臨床への実践性が参加者から評価されておりました。さらに評価上の手間や複雑

　さを臨床でどう感じているかを共感する場面や難渋しているニーズへの対応方法への質問もあ

　り、良いディスカッションが行えたと感じます。

　所感

　　今回、参加者の８割程度が中堅以上の理学療法士であったことから、臨床経験を積んだ世代

　においても、病態理解と動作分析を改めて整理する機会へのニーズが高いことを実感しました。

　知識の習得だけでなく、臨床推論を再構築する機会として意義のある時間になったと考えます。

　また20代の参加者も数名参加していただけたことは企画側としても嬉しく感じました。研修会

　終了後は講師を交えて懇親会を開催し、活発な意見交換が行われ、講義内容を踏まえた実践的

　な議論も見られ、地域における横のつながりを強化する機会となりました。今後も学術的研鑽

　と地域連携の双方を促進できる場を継続的に企画し、地区の活動を盛り上げていきたいと思い

　ます。　谷吉先生！ぜひまたお越しください。

研修会報告（奄美地区より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奄美地区担当理事　岩森　俊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奄美地区長　正野　夢大
〇令和８年　第１回　奄美地区研修会報告
　テーマ：「奄美の地域リハビリを考える ―現状・課題・これからの展望－」 

　講　師：第１部　大島郡医師会病院　理学療法士　津田　ゆう妃　先生

　　　　　第２部　株式会社　和月　　理学療法士　白浜　幸高　先生

　会　場：デイサービス和月龍郷

　日　時：2026年５月９日（土）14：00～17：00

　参加者：22名（対面：12名、Zoom：10名）

☆講義内容☆

　　第１部では、地域リハビリテーションおよび自立支援の基本的な考え方、広域リハビリテーシ

　ョンセンターの役割や活動内容、専門職派遣事業の概要について講義が行われました。

　　第２部では、奄美地区における地域リハビリテーションの現状について、所属事業所での取り

　組みや課題、これからといった視点で自治体からの相談・依頼への対応、地域での実践事例など

　を交えながら紹介されました。

　　講義後には各地域の取り組みについて情報共有や質疑応答が行われました。

　参加者の意見・感想

　「地域リハビリテーションの全体像や広域リハビリテーションセンターの役割について理解が

　深まった」

　「奄美地区で実際に行われている活動や実践事例を知ることができ、大変参考になった」とい

　った意見が聞かれました。

　所感

　　地域リハビリテーションの基本的な考え方から、奄美地区における具体的な実践まで幅広く

　学ぶことができ、今後の地域リハビリテーション活動を考える上で大変参考になる内容であり

　ました。

　　今回の研修を通して、地域ごとの実践を共有する機会の重要性を実感しましたが、今後も継

　続して情報共有や意見交換の場を設け、奄美地区全体の地域リハビリテーションのさらなる充

　実につなげていきたいと思います。

　　一方で、今回ハイブリット開催でありましたが、研修中に通信機器のトラブルにより一時中

　断する場面があり、参加者ならびに講師の皆様にはご迷惑をお掛けいたしました。今後は事前

　の機器点検や通信環境の確認をより徹底し、円滑な研修運営に努めていきたいと思います。

研修会報告（奄美地区より）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 医療法人厚生会　小原病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　勇人

　枕崎市にある小原病院を始めとする厚生会グループは、大正7年からじつに100年以上にわたり、

枕崎市の発展とともに地域の皆様に支えて頂きながら医療に関わらせて頂いております。病院理念

を「地域の皆様が安心、満足して医療を受けられるようにベストを尽くします。医療、福祉を通じ

て地域社会を支え、価値ある社会資源としての病院組織を目指し、かかわるすべての皆様の健康で

生きがいのある生活を支援します。」とし、患者様、職員が安心して過ごせることを掲げています。

　当院は一般社団法人日本脳卒中学会の認定要件をクリアした病院が認定を受けられる、「一次脳

卒中センター」の認定を受けており、地域の医療機関や救急隊からの要請に対して、24時間365日

脳卒中患者を受け入れ、急性期脳卒中診療担当医師が、患者搬入後可及的速やかに診療（t-PA静注

療法・血栓回収療法・脳血管内手術を含む）を開始できる施設となっています。南薩地区唯一の

「一次脳卒中センター」として、毎日2～4名の医師が脳卒中全般の診療を行っています。病棟では、

常勤医師３名による構成で脳卒中専門チームを作成し週２回多職種カンファレンスを開催し患者様

が安心して治療を継続できるようになっています。

　病棟は地域包括医療病棟、地域包括ケア病棟、回復期リハビリテーション病棟の３病棟を有し急

性期から回復期にかけて理学療法が必要な患者様に対してシームレスに医療が提供できるようにな

っています。その後の生活期の施設も充実しており、グループで地域を支える体制をとっています。

　理学療法対象者は脳外科をはじめ、外科、泌尿器科の術後リハやがんリハ、整形外科の運動器疾

患等多岐わたっています。

　理学療法士は18名在籍しています。うち脳卒中認定が６名、運動器認定が４名、地域理学療法認

定が１名、心臓リハビリテーション指導士が１名、３学会合同呼吸療法認定士が４名おり専門性を

生かしながら日々の業務に取り組んでいます。

　自己研鑽ができる体制も整っており、例えば研修費の補助があり、学会や勉強会等への参加がし

やすい環境となっています。若手から経験者まで互いに学びながら専門性の向上に努めています。

地域に密着した医療の中で理学療法士としての臨床力を高め、患者様の生活に寄り添った支援を実

践できる職場となっています。

　趣味活動も職員同士でしており、ゴルフや釣りなど休日を合わせて楽しく行っております。

　Instagramuを開設しました。日々の取り組みや職場の雰囲気などを発信しておりますので、病院

HPと併せてぜひご覧ください。
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私と私の職場
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このコーナーでは、鹿児島県内で長年理学療法士
として活躍されてきた方をご紹介しています。  

前　畠　雅　彦 さん

理学療法士 

所  属  先：医療法人浩然会　指宿浩然会病院

経験年数：18年

座右の銘：雑草魂

理学療法士を目指したきっかけは？

　高校の先生の勧めで理学療法士の養成校へ入学し、その後の友人達や実習先での患者さ

ん達との出会いが理学療法士を目指していく上でのモチベーションになりました。

これまでの経験で、特に注力してきたこと、特に思い出に残っていることは？

　理学療法士３年目の時に霧島リハビリテーションセンターで研修をさせていただき、そ

こから脳卒中のリハビリテーションについて知見を深め、脳卒中認定理学療法士を取得し

ました。

　現在も脳卒中患者に対する長下肢装具を用いた歩行練習は積極的に取り組んでいます。

今後の目標は？

　今後は登録理学療法士として自己研鑽を積みながら、後進育成に取り組んでいきたいで

す。

　また、県士会活動へも尽力していきたいです。

最後に！後輩へ向けて、メッセージをお願いします！

　自分を信じること。患者さんの可能性を信じること。I believe！！

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

先輩のこと教えてください！

inter view
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　2022年度より開始された生涯学習制度における登録理学療法士の初めての更新となる年です。

　また、生涯学習制度についても2026年度・2027年度に向けた見直し内容が公表されました。更新

年度となる登録理学療法士に関しては、

　〇活動期間が12月末から年度末まで延長

　〇更新時研修の受講費無料化

　〇14のカリキュラムコード追加

　〇更新延長・猶予措置の見直しなど

　学びを継続しやすい方向へ制度が改善されています。

　特に更新延長の要件は、子育てや介護などライフステージに応じた柔軟な対応が可能となり、未

完了者への猶予期間は２年間とされ、その間に学術大会や学会参加が求められる仕組みとなりまし

た。ぜひ計画的に今年度での更新を進めていただきたいと思います。

　　　現在の状況（7月1日時点）

　さて、７月１日現在の登録理学療法士更新ポイントの状況を見ると、更新要件である50ポイント

達成者は33％ 約３人に２人が、まだ更新要件未達成です。

「あと半年では無理…」

そんなことはありません！今からでもポイント取得は可能です！

　鹿児島県理学療法士協会では、ウェブでの研修会開催や、オンデマンド配信等環境を整えていま

す。また、９月に開催される第１回鹿児島県理学療法士学術研修会では新しいカリキュラムコード

で多くのポイントを取得できるチャンスです。また、JPTAニュースに掲載されている問題回答など

隙間時間を活用し着実にポイント取得を目指すことができます。

　　登録理学療法士を更新する意義は、国家資格を有する専門職として「自ら学び続ける組織で

　ある」という責務を果たすことにあります。また、対象者にとっても、私たちが日々学び続け

　ている姿勢が伝わることは「わかりやすい専門職」であるための大切な要素です。

「もういいや」ではなく、今からでもできることからぜひ進めてみてください。

　そしてすでに50ポイント取得済みの方は、e-ラーニングにて更新時研修の受講もお忘れないよう

ご注意ください。

　　　　　　　　　　　　問い合わせ先；生涯学習部　横山(pt.yokoyama@harada-gakuen.ac.jp）

まだ間に合います！　更新期限は年度末まで延長！

お知らせ（登録理学療法士 更新元年）
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令和８年１月16日～令和８年７月10日現在受理分

学術誌
　鹿児島県医師会報　第896号
　理学療法ジャーナル　第60巻第２号
　理学療法 -技術と研究-　
　　神奈川県理学療法士会会報　第54号
　鹿児島県医師会報　第897号
　理学療法ジャーナル　第60巻第３号
　熊本県理学療法士協会学術誌　第２巻
　岐阜県理学療法士会学術誌　第30号
　鹿児島県医師会報　第898号
　理学療法ジャーナル　第60巻第４号
　理学療法京都　第55号
　滋賀県理学療法士会創立50周年記念誌
　秋田理学療法　第33巻第１号
　災害時に備えた地域リハビリテーション支援体制の在り
　方の検討事業報告書
　鹿児島県医師会報　第899号
　理学療法ジャーナル　第60巻第５号
　理学療法京都　第45号
　理学療法士のための産業保健入門 -その基礎と実践-
　鹿児島県リハビリテーション施設協議会報　第22巻
　第29回静岡県理学療法学術大会誌　第51号
　鹿児島県医師会報　第900号
　理学療法ジャーナル　第60巻第６号
　京都府理学療法士会創立55周年記念誌
　鹿児島県医師会報　第901号
　理学療法ジャーナル　第60巻第７号

ニュース
　広島№284・285　滋賀№228　和歌山№107(WEB版)　
　大阪№314・315　静岡№214　長野№94　北海道№247

広報誌
　広島Vol.17　熊本Vol.150　兵庫Vol.209　秋田Vol.220　

＜会員動向＞（２/１～７/１定期承認まで）　  
　入会71件　県内異動61件　転入10件　転出13件　
　休会99件　休会継続335件　復会23件　退会72件　

＊会員動向に関する詳細は非公開とします。＊
　会員数　2408名
　会員所属施設数　462施設　

会長行動録
　２月４日　県医療総決起集会
　２月９日　業務執行理事会
　２月12日　理事会
　２月14日　県学会講師・準備委員懇親会
　２月15日　県学会
　３月３日　南学園入会促進説明会
　３月６日　県リハ施設協議会
　３月９日　業務執行理事会
　３月10日　POS連絡協議会地域リハ意見交換会
　３月11日　理事会
　３月14日　九州ブロック士会長会議
　３月16日　県代議員総会
　　　　　　臨時業務執行理事会
　３月23日　養成校連絡協議会
　４月５日　JPTA組織運営協議会
　４月６日　業務執行理事会
　４月８日　理事会
　４月９日　全国士会長意見交換会
　４月19日　新プロ挨拶
　４月21日　県観光コンベンション協会挨拶
　　　　　　士会事務局打ち合わせ
　４月24日　鹿児島高次脳機能研究会世話人会
　４月25日　県リハ医学会・高次脳機能研究会
　　　　　　〃講師懇親会
　４月26日　県研修会準備委員会
　４月27日　県議意見交換懇親会
　５月７日　県PT連盟会議
　５月10日　JPTA理事会
　５月11日　業務執行理事会
　５月13日　理事会
　５月21日　JPTAガバナンス・コンプライアンス検討会
　５月25日　POS連絡協議会理事会
　６月6～7日　JPTA代議員総会
　６月８日　業務執行理事会
　６月10日　理事会
　６月17日　全国士会長意見交換会
　６月20日　県代議員総会・鹿児島地区意見交換懇親会
　６月23日　POS連絡協議会総会
　７月７日　業務執行理事会
　７月８日　理事会
　７月９日　事務局来客対応
　７月11日　九州理学療法士サミット・士会長会議
　７月13日　JPTA代議員研修会
　７月27日　鹿児島県地域医療介護総合確保基金委員会

　最後までお読みいただき、ありがとうございました。

　最近は仕事に加えて子育てに奮闘する毎日です。子供の成長の早さに驚かされる

一方で、「昨日出来なかったことが今日出来る」という姿を見ていると、リハビリ

の現場で患者様の小さな変化を喜ぶ気持ちと、どこか重なるように感じます。

　本誌が皆様の臨床のヒントや、新しい気づきに繋がれば幸いです。これからも

会員の皆様と一緒に学び、鹿児島の理学療法を盛り上げていければと思います。

今後とも宜しくお願い致します。

　広報誌に関してご意見等ございましたら、広報部まで連絡をお願いします。

　　　　　 reha.maruyama@gmail .com　　　　広報部　丸山　元大
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